
【江崎グリコ株式会社】食品ロス削減・リサイクルに向けた取組

＜商慣習の見直し（賞味期限表示の大括り化）＞
〇菓子、加工食品の賞味期限表示に関して、ほぼすべての商品を「製造年月日」→「製造年月表示」に切り替え済。

＜食品ロス削減・食品リサイクルの取組＞
〇製造工程で、品質に全く問題ない規格外品を「ふぞろい品」として、アウトレット販売を予定 2021/10/22；弊社2例目
〇包材や製法の工夫により、チルド商品の賞味期限の延伸

［お問い合わせ先］
お客様相談センター https://customer.glico.com/s/

2021/10/22に『ジャイアントカプリコ＜いちご＞ふぞろい品』をぐり
こ・や店舗で数量限定発売します。
これは、工場の生産工程により、品質は満たしているものの、かたちが
ふぞろいになった商品をアウトレット商品として販売するもので、これま
でにも、期間限定で『冬のくちどけポッキー』のふぞろい品を販売するな
ど、取り組みを進めています。

［関連ウェブページ］
https://www.glico.com/jp/csr/about/environment/foodloss/

2021/9/13に全国でリニューアル発売した『アーモンド
効果TASTY』は、賞味期限を22日から60日に延長し
ました。包材を変更したほか、容器に詰める際、風味の
劣化の原因となる酸化を防ぐ製法を採用しました。

アウトレット商品の販売！ 製法、包材の工夫で賞味期限延伸！

https://customer.glico.com/s/
https://www.glico.com/jp/csr/about/environment/foodloss/




【シーフォー株式会社】⾷品ロス削減・リサイクルに向けた取組

＜商慣習の⾒直し＞
〇 清涼飲料⽔、カップ麺、袋麺、レトルト⾷品、調味料、⽸詰、農産･⽔産加⼯品、冷凍⾷品、保存⾷の賞味期限切れ、期限間近

商品の販売。

＜⾷品ロス削減・⾷品リサイクルの取組＞
〇 捨てられるはずだった賞味期限切れ、期限間近商品を中⼼に販売しています。

［お問い合わせ先］
もったいない事業部（ 06-6195-2556 ）

企業や⾃治体で発⽣した期限切れ、期限切迫
商品を買取・引取りし、個⼈や団体へ販売・
寄付をしています。期限切れ・切迫商品をメ
インに扱うことで⾷品ロス削減を進めていま
す。

［関連ウェブページ］
https://mottainai.shop/



【富永貿易株式会社】食品ロス削減・リサイクルに向けた取組

＜商慣習の見直し（賞味期限表示の大括り化）＞
〇 2019年に茶系飲料23品目、スポーツドリンク4品目で賞味期間延長、賞味期限表示の大括り化を実施。

2021年缶飲料22品目で賞味期間延長、賞味期限表示の大括り化を実施 。引き続き飲料以外の輸入食品へ幅を広げるべく着
手開始。

＜食品ロス削減・食品リサイクルの取組＞
〇 2019年度から外装不良等の従来廃棄していた商品を『フードバンク』に寄贈を実施。今後も定期的に実施予定。
〇 2018年度から外装不良等の従来廃棄していた商品を社員向けに格安価格で販売する取組みを実施中（計11回）。

［お問い合わせ先］
総務部人材開発課（078-232-8600）

納品期限ルール（商習慣）緩和の見直しについて実施時期・内容

・2019年6月 賞味期限緩和を表明されている企業へ状況確認
緩和されていた企業を対象に、
社内システムの鮮度基準マスタを更新

・2020年5月 『コロナ禍』の影響もあり大量の賞味不良が発生
昨年の期限緩和が活かされていない事を再認識

・2020年7月 社内の処分販売関連のルール改定に着手
従来：賞味期限1/3を経過すれば処分対象
変更：物流チームが1/3経過しても通常出荷が

可能か見極める（飲料製品中心に）
・2021年2月 新ルールに合わせて基幹システム改修を実施
・2021年9月 飲料以外の輸入食品へ幅を広げるべく着手開始

※廃棄対象商品社員向けセール

営業部

SCM部 品質管理部

商品部 総務部

経営

※課題に応じて部門横断型で取り組み



日清食品グループにおける食ロス削減取組のご紹介

■2014年（即席めん） ■2020年（チルド麺）
カップ麺 ５か月→６か月 生中華麺 20日→40日
袋麺 ６か月→８か月へ延長 蒸麺 15日又は20日→27日へ延長

日清食品グループでは製品の賞味期限延長や製品寄贈による食品ロス削減を実施

賞味期限延長

チキンラーメン、カップヌードルの２種については、
３年間保存可能な製品を開発

長期保存が可能な製品開発
フードバンクをはじめとした各種施設に製品を寄贈

製品寄贈を通じた貧困支援と食ロス削減

製品寄贈実績 (2019年度－2020年度)

社名 提供食数

日清食品ホールディングス 3.1万食

日清食品 4.1万食

米国日清 3.7万食

ハンガリー日清 22万食

ベトナム日清 1,800食

インドネシア日清 2,880食

【関連ウェブページ】EARTH FOOD CHALLENGE 2030 | 日清食品グループ (nissin.com)

■2019年（菓子）
賞味期限が1年以上の製品は年月表示化

賞味期限年月表示化

https://www.nissin.com/jp/sustainability/feature/efc2030/


【ネスレ⽇本株式会社】⾷品ロス削減・リサイクルに向けた取組
＜商慣習の⾒直し（納品期限緩和 ⼜は 賞味期限表⽰⼤括り化の取組）＞
取り扱い商品（180⽇以上）において、賞味期限の年⽉表⽰を⾏っている。

＜⾷品ロス削減・⾷品リサイクルの取組＞ 〇 「みんなが笑顔になる ⾷品ロス削減ボックス」
※以下3点は全社的な取り組みとして記載しています
１安全な⾷品づくり…品質管理はもちろんのこと、不良品や焼却・埋め⽴て廃棄物ゼロを⽬指す
２おいしさを保つ⼯夫…包装材や製造⽅法などでおいしく⾷べられる期間が⻑くなるよう⼯夫する
３計画的な⽣産…需要予測と在庫モニタリングで、余剰在庫を出さないよう⼯夫する

［お問い合わせ先］
コーポレートアフェアーズ統括部 コーポレートコミュニケーション室（078-230-7591）

「みんなが笑顔になる ⾷品ロス削減ボックス」
2021年6⽉17⽇、ネスレ⽇本株式会社とみなとく株式会社は、納
品期限を超過したことで出荷される流通先が限定され、場合に
よっては廃棄される可能性がある「ネスカフェ」や「キットカッ
ト」などのネスレ製品を販売する無⼈販売機「みんなが笑顔にな
る ⾷品ロス削減ボックス」の運⽤を全国5か所で開始しました。
この取り組みでは、飲⾷が可能でありながら、通常の流通ルート
での販売が困難になっている商品を消費者に販売する新たなチャ
ネルを構築し、⾷品ロス削減に向けた取り組みとすることを⽬指
しています。
また、⾷品ロスを削減することで、農業従事者が⽣産するコー
ヒー⾖やカカオ⾖などの原材料をできる限り無駄にせず、持続可
能な形で消費者に商品をお届けする仕組みを作りたいと考えてい
ます。

［関連ウェブページ］
https://www.nestle.co.jp/media/pressreleases/20210617_nestle



【株式会社ロスゼロ】食品ロス削減・リサイクルに向けた取組

＜食品ロス削減・食品リサイクルの取組＞
〇 商慣習上販売期限を過ぎた食品を賞味期限まで消費者へ届ける通販サイトを運営。百貨店でのイベント出店も含め、
広く消費者へ食品ロス削減について啓蒙活動を行う。

［お問い合わせ先］
ロスゼロ事業部 前川（06-4708-7802）

図・写真

食べるのに何ら問題がないにもかかわらず行き場を失ってし
まった、「もったいない」食品を最後まで美味しく楽しく食
べる機会を作るため、通販サイトや百貨店イベントなどを通
じて消費者へ届けます。食品ロスとなってしまった理由や、
日本の商慣習の現状などを詳しく伝え、もったいないものへ
の消費者の関心や理解を深めます。10月13日～26日大丸心
斎橋店。27日～11月2日大丸神戸店での出店イベントあり

［関連ウェブページ］
https://www.losszero.jp/
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